



























































































































? 欝纏 超礁 襟澱鼎 蝉総 脳髄膿炎 不明 知らなかった 呼吸が善しくなるｲをよく見た 不明 不明













嚢樵 婆線 織叢県 バート動務 交鎖瀕磁 特別な宗教を信仰ｵていないが，先









舞憾、 2磯櫃綱県 大学生 蕩熱が繍 特になし 不明 特になし 特になし 臨死体験以前はs明。臨死体験
後に3回全身麻酔で手術の経?
　げ乱ｫ．6瞭 栃求県 憲鋤 鶉鞭の 特になし テレピで観たことｪある話として知 特になし 特になし 脳静脈瘤の手術ﾅ全身麻酔
っていた
男態 職 懲鋼県 中掌生 池で溺れる 特になし。しかｵ，祖父の影響で 臨死体験という言tについては全く ・家で寝入りばなﾉ自分が巨人に 特になし 不明
見えない世界を受 知らなかった。三 なったかのよう



































































































































































































































































































































































































げ肖ﾀ織1⑧識 起きてからも珍しくはっきり覚 特になし 特になし 特になし 特になしえているので，普通の夢と異な? る感し
























な存在がやってきて，呼吸 界の捉え方を見せ 解のある人たちが自 た… が苦しい自分を癒す行為を られて，戸惑った 然と周囲に集まって ・体に開いたラッパの
























































肖肖1B難13犠ただの夢のではなく，はっきりﾆしたリアルな体験だった。こ 特になし ・臨死体験をどう言｢表してよいかわ ・世界中の先住民をKねて一緒に生活 。人から励まされて臨?ﾌ験のことをオー

























偲振了．・．????? 蘇 後々になっても狂いなくその場ﾊが鮮明にイメージできるとい 特なし あの時の体験は何だﾁたのかという疑問 TVで自分とほとんﾇ同じ体験をした人 10年以上たってからﾕ死体験と知って，納
　げ」
?
う点で普通の夢とは異なる がずっとあった がいるのを知った 得した



















































寮例 性理 轍年齢 死に対する考え方の変化 人生観・価値観などの変化 身体的変化 超感覚の出現
その他の変化（闘病体験
ｩ体による変化など）
彊鎧＿き懇轟麟i　碕、　肖 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし
　，



































・死を身近に感じるようになっ た ヅパのようなも の流れが見える， にンビアになった





?l 嚢歳 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし














































































































特になし 特になし 特になし 健康に特に配慮するよ
､になった
らず死がこわい
女｛生 鐡 （死後に行くかもしれない）三 特になし 特になし 特になし 特になし途の川はこういう美しいところ ?
なのだと思った
?
※表中の（注1）と（注2）の超感覚の出現については，臨死体験から10年以上を経てからのものなので，臨死体験との関係は明らかではない
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持っていた価値観や常識に囚われない視点が確立するケース（事例C2，　G，1）もあった。以上のよ
うな2つの変化が混在している事例もある（事例1）。
　人生観や価値観の変化が職業上のモチベーションを変化させることもある。たとえば，事例B
の体験者は研究職に就いているが，「科学を超えた科学で何かを解いていく」ということを自身の
研究テーマとして設定するようになった。また映像制作の仕事に携わる事例C2の体験者は，現実
に対する認識が変わったことによって，仕事で制作する映像の質が向上したことに触れている。事
例1では，臨死体験の中で麻の加工に携わり，後に麻に関連する活動が本人のライフ・ワークとな
った。
　ところで，臨死体験では，生命の危機や闘病体験を経たことによる心理的な変化も見出される。
代表的なものには，人生の有限性を認識し，自分の人生の目的や物事の優先順位や選択に自覚的に
なったケース（事例B，C2，　J），この瞬間を生きことに集中するようになったりと日常生活に一種
の凝集性がもたらされたケース（事例C2，　G）などがある。より現実的に健康や安全に配慮するよ
うになった（事例B，E，　F，　K）ということも報告された。その他，療養中に助けや励ましを受けた
ことから，「自分も人を助けたい」と思うようになった，事例Eのようなケースもある。
　身体的な変化も報告された。事例1では，臨死体験の直後にアトピー性皮膚炎が治癒した。事例
C2では，臨死体験に連続する狭間の体験で，不思議な存在から癒しを受けた後，体が楽になり，
肺水腫の影も消えたことが検査で判明した。また肺水腫が治った直後に，体の12箇所に「ラッパ
のような形をしたもの」が開いているのを感じた。体験者によれば，ラッパ様の器官はヨーガでい
うところのチャクラの位置に出ていて，それは一連の超常的感覚の出現の時期と一致していた。
　続いて，臨死体験後の超常的感覚の出現について触れておく。13例中7例6が臨死体験後に何ら
かの超常的感覚や超常現象を体験している。例を挙げると，親類がいつ亡くなるか敏感に分かるよ
うになった（事例J）という虫の知らせのようなものや，夢の中で亡くなった人から具体的なこと
を告げられ，それが後で現実に起こるようになった（事例G），相手に尋ねようと思っていたこと
に対する相手の回答が言う前にはっきりと分かった（事例1），という未来予知的な感覚が出現し
たというケース。また，何らかの霊的存在が見える・感じられる（事例C2，F，G），また人間，植
物，鉱物などのエネルギーが見える・感じられる（事例C2，　G）というように，通常では目に見え
ないものを感知する能力が出現したケースも報告された。他人に起こった出来事がテレビモニター
のような画面に映し出されて見える（事例G）と，本人が知り得ないような過去の出来事を感知す
るケースなども見られる。意識すれば頭上の視点からものを見ることができる（事例1），体外離
脱が自在にできるようになった（事例C1）ということも報告されている。シンクロニシティ現象
と感じられることが頻繁に起こる（事例C2）と話す体験者もいた。　UFO（未確認飛行物体）を目
6ただし，7例中の2例（事例B，F）における超感覚，超常現象は臨死体験後10年以上を経てから出現してお
　り，臨死体験との関連は明確ではない。
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撃する（事例B，G）といった報告もあった7。
　リングは遠隔透視能力，テレパシー，予期や予知，過去の探知，体外離脱，霊的な存在の導きな
どが臨死体験以前に比べて高い割合で出現したとする〔Ring　1984〕。また，サザーランドやアト
ウォーターの研究でも臨死体験後のサイキック現象の増加についての報告がある〔サザーランド
1999；アトウォーター1997〕。今回の調査でもそうした傾向が示される8結果となった。
4．旅のアナロジーとしての臨死体験
4－（1）死と再生のイニシエーションとしての臨死体験
　前節では調査結果を項目ごとに検討していったが，ここでは調査データに基づく臨死体験の全体
像に肉迫していくため，インタビューデータをコード化し概念を抽出するという手続きを行った。
抽出した80余りの概念を同系列と思われる概念ごとにまとめ，上位のカテゴリーを設定し，さら
に上位のカテゴリー同士をまとめて，より上位のカテゴリーを設定していった。カテゴリー同士の
つながりは〈図1＞のように表される。
　まず，最上位のカテゴリー同士のつながりでみてみよう。臨死体験はまず，心身の異変による
《日常意識の後退》からはじまる。そこから《異なった世界への参入》として括られる世界が展開
する。その後《異なった世界から離脱》して，《日常への復帰》で締めくくられる。
　最上位のカテゴリー同士のつながりからは，「分離」「過渡」「統合」といったイニシエーション
［ファン・ヘネップ，1995］の構造が浮かび上がる。すなわち，《日常意識からの後退》は，日常
からの分離である。《異なった世界への参入》から《異なった世界からの離脱》までは，死後の世
界を彷彿とさせるような異世界への移行である。《日常への復帰》は，日常への再統合である。
　臨死体験は文字通り，心身の危機的状態から甦った人にとっての，死と再生の体験であり，世界
中に見出される死と再生のイニシエーションとの類似性なども指摘されてきた〔グロッソ1991〕。
臨死体験の「死と再生体験」は臨死体験後の変化とも深くかかわっているとされている［ノイエス
1991；柿原20062008］。
　死と再生のイニシエーションである臨死体験をより具体的に把握する手立てとして，臨死体験が
異世界体験として表出することが多いことに注目したい。ここで仮に異世界体験＝旅として考えて
みる。旅もまた，日常からの分離異なる世界への移行（過渡），日常への帰還による統合，とい
ったイニシエーションの構造を備えている［谷1985］。
　旅とは，“日常的な領域とは異なる世界への移動”として定義される［谷前掲文］。が，必ずし
も物理的な空間移動を伴うものを指すだけでなく，たとえば「心の旅」「哲学の旅」といったよう
7リングは臨死体験者が，UFOとの遭遇体験をしていることが多いことを指摘している〔リング1997〕。本
稿の調査事例での体験者のUFO遭遇にも注意を払って記録した。
8報告された超常的感覚の出現はあくまでも本人の申告であって，現象として客観的に裏付けられたわけでな
　い。
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〈図1＞
???
臨死体験の全体像（分析結果に基づくカテゴリー同士の結びつき）
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に，日常から離れて行う精神活動を指す場合もある［宮本2006］。
　また，臨死体験との関連で言えば，現実の物理的移動を伴うものであれ，日常を離れた精神活動
であれ，旅は主観的なものとして体験されるという点が重要である。たとえば，別々の人が，実際
に存在する同じ場所に旅したとしても，同じ体験を持つとは限らない。同じ場所であれば同じよう
な光景を目にするかもしれないが，生起する主観的体験世界は個々人によって異なってくるのであ
る。臨死体験が脳生理学的な現象の帰結として起こることであるにしろ，体から離れた意識が実際
に異世界を体験しているにしろ，旅を体験していることには変わりない。
　さらに，臨死体験後の変化についても旅が手がかりを与えてくれそうである。旅によって，未体
験の世界についての知見を得て経験世界の領域が拡大すること，日常からの離脱によってそれまで
の所与の世界や日常的な関係を客観化できるようになること，自己を見直して自己と生活世界との
関係が調整されたり，刷新されたりすることなどが指摘されている［谷泰前掲文〕。
　以上のような点を踏まえて，〈図1＞に示されたカテゴリーのつながりを，旅になぞらえながら
肉付けし，今一度辿ってみることにする。
4－〈2）旅のアナロジー
　まず旅としての臨死体験は，目的や好奇心に促された本人の自発的な意思ではなく，心身の変調
をきっかけにもたらされた，「突然に投げ込まれた旅」として始まる。
　思いがけず始まった旅の中では，現実離れした事象が展開される。例えば，普段は見ることがな
い外側の視点で自分自身を見ることもある。光に包まれたり，道路，エレベーター，トソネルを通
じてどこかへ移動するうちに別の世界の光景を目にする。それは，目も覚めるような美しい花野で
あったり，こちら側とあちら側の境目にある川であったり，薄暗がりに光がまたたく異次元のよう
な空間であったり，または太陽が6つ輝く別の惑星のような異世界の光景であったりもする。そ
して，そこでは亡くなった親しい人や，日常世界の人ではない神秘的な存在と出会うこともある。
また日常とは異なった感覚が保持されている。たとえば一瞬の間にたくさんのことが起きたり，長
い時間だったと思ったことがほんの短い時間であったりする。特定の人や場所を思い浮かべるとそ
れが目の前に映像として現れる。体も重苦しさはなくフワリとしていて，時には何とも言えない快
さを感じる。
　旅の中で体験さ：れるさまさまなことは，日常世界の外側の体験とでも言うべき側面を持ってい
る。日常の外側の体験は，これまで知ることのできなかった未知領域の発見（あるいは再確認）と
ともに，旅を体験した本人に強い印象を残す。
　不思議なことに，その先に進めない障壁が現れたり，呼び戻しを受けたり，あるいは本人の拒否
といった留まれない事態が発生する。またはいつの間にか場面が途切れるなどして，日常世界へと
帰還する。直後は，日常の外側とこちらが側の世界との間は，この時まだ交通可能である場合もあ
る。たとえば日常の外側の世界にあったものが出現するのを目にしたり，亡くなった親しい人や不
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思議な存在に遭遇することもある。
　こちら側の世界に帰ってきて，一旦停止していた日常生活の中に戻っていく。しかし，旅はまだ
終わっていない。日常では以前と何か違うという差異感覚が生じる。それはまず，日常の外側の世
界を体験したことで，死後の世界や見えない世界を認識したり確認したことによる差異である。
　また，日常の外側の世界を見たことによって日常世界をこれまでと違う目で眺めたり，日常世界
と自分との関わりの見直しが行われたりする。今までの常識にとらわれない価値観を確立したり，
新しい行動を起すということもなされる。
　日常の外側の世界を体験した後，感覚が開いて，いろいろなことが見えたり聴こえたり感じられ
たり，また，病気が治るといった体に変化が生じることもある。一方，特に変化が生じず，以前と
ほとんど変わらず日常生活に復帰する方向に落ち着く場合もある。
　何らかの変化が生じた場合，日常の外側の世界と日常世界の間のギャップに戸惑ったり，以前と
差異が生じた感覚の中で社会生活を送ることに困難さを感じることもある。日常の外側の出来事を
分かち合ったり，あるいはアドバイスをくれる人間との出会いなどを経る中で，出来事が整理され
たり，変化した価値観や感覚をうまく調和させたりコントロールする術を身につける。出来事の受
容や変化に伴う困難への対処を経て，日常の外側の体験で得たことを，さまざまな形で表現し社会
に発信することもある。このように，旅の後の変化とそれに対する再調整は連動してはたらき，日
常の再編が行われる。日常生活の再編の後，日常生活への復帰が完了する。
　以上のように，旅のアナロジーで全体像を辿り，いったん日常世界から隔たった後に，日常の外
側の世界と接触し，再び日常世界に戻ってくる道筋を具体的に捉えることができた。旅のアナロ
ジーによって，日常の外側の世界と日常とを往還する，死と再生のイニシエーショソとしての臨死
体験がより鮮明に浮かび上がってきた。
5．　臨死体験の旅が示唆すること，および今後の課題
　本論文では13事例のデータに基づく現段階での臨死体験の全体像を示すことができた。臨死体
験の旅は，日常の外側の世界と日常世界を往還する，臨死体験の死と再生のイニシエーショソの様
相を呈している。
　臨死体験後に価値観や感覚に大きな変化をきたした場合，日常生活で困難を抱える場合がある
が，それを徐々に日常生活の中で調整しつつ，日常の外側の世界で得たことを日常に還元していく
ことが見られる。現代においては，日常の外側に触れるヌミノーゼ9的な体験をした後，そうした
体験を日常の中に一種の豊穣として持ち込む道筋が社会的な経路として失われている〔田口＆宮台
2005〕。臨死体験は日常の外側の世界と日常世界の往還の調和的な道筋を示唆してくれるかもしれ
ない。
9宗教哲学者ルドルフ・オットーは『聖なるもの』の中で，人間が超越的で神聖なものに出会った時に，概念
では言い表しにくい畏怖と魅力の両方を含んだ感覚が湧き起こるとし，そうした感覚をヌミノーゼと呼んだ。
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　本論文では，調査に基づいた日本人の臨死体験の事例とそこから構成される全体像を示すのみに
とどまったが，今後事例を蓄積させることによって，欧米の臨死体験との比較なども視野に入れた
い。
　本文中にも触れたが日本人に特徴的な臨死体験の要素があることが，先行研究の事例と本論文の
事例から推測される。また，インタビュー調査の中で，臨死体験者が自分自身の臨死体験に驚きを
もって振り返りつつ，他方ではそういう体験はあり得ることとして受け止めている場合が多いこと
に気づいた。しかし，たとえば欧米のキリスト教徒の臨死体験者はその宗教観に基づけば臨死体験
をあり得る体験とは考えない。このように背景にある死生観や宗教観の違いによって，臨死体験後
の人生観や価値観の変化の様相や度合いなどが日本人の臨死体験者と欧米の体験者とでは異なると
いう感触を持っている。日本人の臨死体験についてさらに事例を積み重ね，臨死体験の中に現れる
内容の特性や臨死体験後の変化の特徴などについて，比較を視野に入れながら検討していくことで
明らかになることは多い。
　臨死体験研究は多くの分野にまたがる学際的研究として展開してきた。今後どのように共通了解
を形成しながら研究を行っていくかについても，考えていく必要があるであろう。
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